
７月３１日からきたほなみの収穫が開始されま
した。
今年は初日から好天に恵まれ、また子実が充実し
ており、出来秋が期待できそうです。
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清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

  
『
雨
天
の
中
で
も
、
好
プ
レ
ー
続
出
！
』

　

去
る
７
月
23
日
、
清
里
町
の
う

き
ょ
う
年
金
友
の
会
（
石
川
頼
明
会

長
）
は
緑
ヶ
丘
公
園
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
夏
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
降
る
あ
い

に
く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
の
参
加
人
数
は
63
歳
か
ら
90
歳

ま
で
の
65
名
と
な
り
、
雨
に
も
負
け

ず
会
員
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
フ
ル
か
つ

セ
ン
ス
溢
れ
る
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
18
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
か
ら
ゲ
ー
ム
を
開
始
し
、

楽
し
く
会
話
も
は
ず
み
、
親
睦
を
深

め
な
が
ら
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
よ
う
と
皆
さ
ん
の
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

見
事
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
獲
得
し

た
の
は
２
名
の
方
で
チ
ー
ム
内
で
歓

声
が
あ
が
り
、
周
り
の
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
も
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
緑
清
荘
に
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
成
績
発
表
を
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
 ・
・
・
２

第
43
回
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 ・
・
・
・
・
・
・
４

第
13
回
女
性
部
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 
・
５

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内

　
　
　
　

て
ん
菜
振
興
協
議
会
海
外
視
察
研
修
 
・
６

斜
里
郡
３
町
玉
葱
青
空
教
室
開
催
 
・
・
・
・
・
・
・
・
９

平
成
25
年
度
北
見
管
内
乳
質
改
善
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　

乳
質
選
抜
条
件
大
賞
受
賞
 
・
９

肥
料
の
基
礎
知
識
内
部
研
修
会
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９

平
成
26
年
度
女
性
部
視
察
研
修
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10

そ
ば
生
産
組
合
道
内
視
察
研
修
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
通
常
総
会
 ・
・
・
11

わ
さ
び
生
産
組
合
道
外
視
察
研
修
 
・
・
・
・
・
・
・
・
12

第
２
回
秋
ま
き
小
麦
青
空
教
室
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
12

ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
in
オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ェ
ア
 
・
13

平
成
26
年
度
第
１
回
目
の
廃
プ
ラ
回
収
・
・
・
・
・
・
13

健
康
特
集　

家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
 ・
・
・
・
14

理
事
会
の
経
過
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
・
・
・
・
・
・
16

ご
結
婚
お
め
で
と
う
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17

組
合
員
状
況
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17

平
成
26
年
度
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
視
察
研
修
 ・
・
・
・
18

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
夏
期
学
習
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
 ・
・
・
・
19

健
康
百
科
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
19

食
の
は
な
し　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
20
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♣
優　

勝　
　

男
性
部
門　

田
中　

博
光
さ
ん　

打
数
45

女
性
部
門　

谷
澤
チ
エ
子
さ
ん　

打
数
51

♣
準
優
勝

男
性
部
門　

浜
口　

隆
保
さ
ん　

打
数
48

女
性
部
門　

近
藤
八
重
子
さ
ん　

打
数
52

♣
３　

位

男
性
部
門　

岡
本　

年
行
さ
ん　

打
数
50

女
性
部
門　

大
平
恵
美
子
さ
ん　

打
数
52

　
（
同
打
数
の
場
合
は
年
齢
に
よ
り
順
位
を

決
め
て
い
ま
す
。）
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南
Ａ
チ
ー
ム
が
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

白
熱
し
た
大
会
終
了
後
は
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
、
青
年
部

と
関
係
機
関
が
交
流
す
る
機
会
は
少
な

い
の
で
す
が
、
懇
親
会
で
は
和
気
あ
い

あ
い
の
中
で
色
々
な
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
我
等
が
役
職
員
チ
ー
ム
は
、

居
城
組
合
長
の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
イ
に
よ

り
３
位
と
大
健
闘
し
、
４
〜
５
日
体
の

痛
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
19
日
午
前
７
時
よ
り
、
清

里
町
農
協
青
年
部
（
大
町
敏
隆
部
長
）

主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
清
里

町
民
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
支
部
青
年
部
チ
ー
ム
の
他
、
営
農

集
団
長
・
ホ
ク
レ
ン
・
農
業
委
員
会
・

農
民
連
盟
・
農
協
役
職
員
チ
ー
ム
の
10

チ
ー
ム
１
４
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
曇
天
で
小
雨
が
降
り
肌
寒
い

中
で
の
試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
気
合
溢
れ
る
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
プ
レ
ー
で
寒
さ
を
感
じ
さ
せ

ず
、
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
が
続
出
し

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
清
里
南
Ａ
チ
ー
ム
（
佐
々
木

謙
一
監
督
）
対
上
斜
里
Ａ
チ
ー
ム
（
湯

浅
隆
司
監
督
）
で
の
決
勝
戦
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
は
激
闘
の
末
、
見
事
清
里

清
里
南
Ａ
チ
ー
ム
２
連
覇
達
成
!!　

　
　
　

寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
熱
い
プ
レ
ー
続
出

清里町農協青年部

第43回ソフトボール大会
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Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
（
成
戸
貴
子
部

長
）
は
６
月
10
日
、
清
里
町
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

青
チ
ー
ム
（
１
・
３
集
団
）　　

29
名

　

白
チ
ー
ム
（
２
・
９
・
10
集
団
）　

31
名

　

赤
チ
ー
ム
（
５
・
７
・
８
集
団
）　

34
名

　

黄
チ
ー
ム
（
４
・
６
集
団
）　　

36
名

　

計
４
チ
ー
ム
、
１
３
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
人
数
の
減
少
に
よ
り
チ
ー
ム

を
５
チ
ー
ム
か
ら
４
チ
ー
ム
に
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

嬢
ち
ゃ
ん
』
が
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
プ

レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
合
結
果
、
優
勝
し
た
の
は
黄
チ
ー

ム
、
２
位
白
チ
ー
ム
、
３
位
青
チ
ー
ム
、

４
位
赤
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
『
じ
ゃ
が
い
も
踊
り
』
と

『
清
里
音
頭
』
を
踊
り
、
終
了
後
、
各

支
部
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
為
、
新

し
い
競
技
を
取
り
入
れ
る
為
、
役
員
一

同
、
試
行
錯
誤
で
準
備
し
ま
し
た
。
新

し
い
競
技
は
「
お
も
し
ろ
い
」、「
楽
し

か
っ
た
」
と
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
女
性
部
に
入
っ
て
い

な
い
方
に
も
、
お
試
し
で
参
加
で
き
る

よ
う
に
案
内
を
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
参
加
し
て
く
れ
た
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
女
性
部
で
は
12
月
に
女
性
部

研
修
会
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
時
に

も
案
内
を
す
る
事
に
し
て
い
ま
す
。
実

際
に
見
て
も
ら
っ
て
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
途
中

か
ら
の
入
部
も
大
歓
迎
で
す
。
不
明
な

点
は
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
女
性
の
元
気
パ
ワ
ー
で
始

ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、
第
８
営
農
集
団
の
佐
藤
静
子
さ
ん

が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
競
技
に
取
り
入
れ
た

『
マ
フ
ラ
ー
リ
レ
ー
』
を
来
賓
の
櫛
引

町
長
・
農
民
連
盟
柳
谷
副
委
員
長
・
石

井
専
務
に
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

部
員
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。『
マ
フ

ラ
ー
リ
レ
ー
』
は
首
に
マ
フ
ラ
ー
を
巻

い
て
手
を
使
わ
ず
に
マ
フ
ラ
ー
を
ほ
ど

き
、
次
の
人
に
マ
フ
ラ
ー
を
か
け
る
リ

レ
ー
で
、
マ
フ
ラ
ー
は
長
さ
や
重
さ
が

異
な
る
も
の
を
用
意
、
簡
単
に
で
き
る

競
技
で
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

他
に
『
何
色
が
お
好
き
』、『
風
船
リ

レ
ー
』
が
新
し
い
競
技
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　
『
何
色
が
お
好
き
』
は
全
員
で
行
う

競
技
で
、
成
戸
部
長
が
サ
イ
コ
ロ
を
投

げ
て
出
る
色
を
予
想
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
１
人
だ
け
選
ん
だ
色
が
見
事
あ

た
っ
た
第
４
営
農
集
団
橘
恭
子
さ
ん
は

Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
『
風
船
リ
レ
ー
』
は
２
人
ペ
ア
に
な

り
、
棒
２
本
で
風
船
を
挟
ん
で
走
る
競

技
で
す
が
、
風
船
が
途
中
で
割
れ
る
こ

と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
れ
息
の

合
っ
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

他
に
例
年
行
っ
て
い
る
『
運
は
天
ま

か
せ
』、『
玉
入
れ
』、『
パ
ン
食
い
競
争
』、

『
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
』、『
坊
ち
ゃ
ん
・

“ 新しい競技に大興奮大盛り上がり”
第 13回ＪＡ清里町女性部スポーツレクリエーション
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〜
３
回
行
う
。
９
月
〜
12
月
に
か
け
て

共
同
機
械
に
よ
り
収
穫
を
行
う
。

●
ド
イ
ツ
②　

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
地

方
農
家　

ワ
ー
グ
ナ
ー
氏

　

ホ
ウ
マ
ン
氏
の
取
引
会
社
で
５
つ
の

業
種
を
行
っ
て
い
る
法
人
で
あ
り
、
主

経
営
は
乗
馬
馬
管
理
（
77
頭
）
。
副
業

と
し
て
農
地
90 

ha
の
営
農
の
他
、
レ
ス

ト
ラ
ン
経
営
（
ビ
ー
ル
製
造
・
販
売
）
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

等
で
発
電
、
売
電
）
、
レ
ン
タ
ル
事
業

（
土
地
、
家
屋
）
も
行
う
。
農
地
で

は
、
小
麦
、
大
麦
、
飼
料
用
麦
、
菜
種

を
作
付
け
し
、
５
年
前
ま
で
は
甜
菜

も
作
付
け
し
て
い
た
が
、
補
助
金
制
度

改
正
、
近
隣
製
糖
工
場
の
閉
鎖
に
よ
り

遠
隔
地
へ
の
運
賃
負
担
増
に
よ
っ
て
所

得
が
上
ら
な
い
た
め
、
現
在
は
、
作
付

け
を
行
っ
て
い
な
い
。
作
付
け
内
容
は
、

小
麦
25 

ha
（
販
売
用
）
大
麦
25 

ha

（
ビ
ー
ル
製
造
原
料
お
よ
び
販
売
用
）

飼
料
用
麦
（
馬
飼
養
用
）
菜
種
（
バ
イ

オ
燃
料
や
食
用
油
向
け
販
売
用
）
。
麦

の
作
付
け
比
率
が
多
い
た
め
菜
種
を
導

入
し
て
い
る
が
、
輪
作
に
影
響
が
出
る

た
め
、
甜
菜
や
馬
鈴
薯
の
作
付
け
を

行
っ
て
い
る
近
隣
農
家
と
農
地
の
交
換

を
行
う
。
こ
の
法
人
で
は
麦
類
作
付
け

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内
て
ん
菜
振
興
協
議
会
海
外
視
察
研
修

　

平
成
26
年
６
月
25
日
〜
７
月
４
日　

ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
協
理
事　

塩
澤　

一
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
年
部
部
長　

大
町　

敏
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
長　

鈴
木　

隆
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
名
参
加
）

が
多
い
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
コ
ン
バ
イ

ン
を
導
入
し
て
お
り
、
圃
場
で
の
収
穫

時
に
は
自
動
操
舵
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ

る
。

●
ド
イ
ツ
③　

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
地

方 

兼
業
農
家　
　

マ
ウ
ラ
ー
氏

　

全
耕
地
面
積
42 

ha
の
う
ち
、
小
麦

20 

ha
、
甜
菜
６
ha
、
飼
料
用
大
麦
２

ha
、
菜
種
２
ha
、
緑
肥
11 

ha
、
体
験

農
地
と
し
て
１
ha
。
マ
ウ
ラ
ー
氏
１
人

で
営
農
し
、
講
習
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
女

性
を
週
２
回
ほ
ど
雇
用
。
息
子
さ
ん
は

会
社
勤
務
の
か
た
わ
ら
作
業
を
手
伝
っ

て
い
る
。
15
年
前
か
ら
親
子
そ
ろ
っ
て

農
業
へ
の
感
心
を
深
め
る
食
育
を
目
的

散
布
後
、
10
月
中
旬
に
播
種
。
翌
３
月

上
旬
、
４
月
上
旬
、
５
月
上
旬
に
窒
素

の
３
回
追
肥
が
基
本
施
肥
と
な
り
、
生

育
期
間
中
に
随
時
追
肥
を
行
う
。
ま

た
、
生
育
期
間
中
の
防
除
は
、
１
〜
２

回
。
収
穫
は
、
７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬

に
水
分
約
15
％
で
行
う
が
、
水
分
に
応

じ
乾
燥
機
を
通
し
て
個
人
所
有
サ
イ
ロ

に
保
管
す
る
。
馬
鈴
薯
は
10
種
類
ほ
ど

作
付
け
を
行
い
、
窒
素
・
カ
リ
を
全
面

散
布
後
、
４
月
上
旬
に
植
え
付
け
を
行

い
、
７
月
か
ら
順
次
収
穫
を
行
う
。
防

除
回
数
は
６
回
。
馬
鈴
薯
は
、
今
ま
で

粗
原
出
荷
を
行
っ
て
い
た
が
、
手
取
り

確
保
の
た
め
、
収
穫
量
の
30
％
ほ
ど
を

病
院
等
へ
加
工
販
売
し
て
い
る
。
販
売

単
価
は
粗
原
が
28
円
／
kg
な
の
に
対
し
、

加
工
後
は
２
０
０
円
／
kg
。
３
０
０ 

kg

〜
５
０
０
kg
を
１
日
に
処
理
し
て
い
る
。

ま
た
、
萌
芽
抑
制
の
処
理
も
行
う
。
甜

菜
も
窒
素
・
カ
リ
を
全
面
散
布
し
、
３

月
下
旬
に
直
播
、
除
草
剤
は
３
回
の
処

理
、
防
除
回
数
は
、
殺
菌
剤
の
み
で
２

　

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内
て
ん
菜
振

興
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
海
外
視
察
研

修
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

●
ド
イ
ツ
①　

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
地

方
農
家　

ホ
ウ
マ
ン
氏

　

経
営
は
、
全
耕
地
面
積
72

 

ha
（
内
借

地
56 

ha
）
土
質
は
地
表
か
ら
３
ｍ
位

は
石
が
な
く
地
力
に
お
い
て
も
国
内
で

は
良
質
レ
ベ
ル
。
ホ
ウ
マ
ン
氏
と
奥
さ

ん
、
息
子
さ
ん
の
３
人
体
制
で
営
農
し
、

農
繁
期
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
。
作
付

け
内
訳
は
（
カ
ッ
コ
内
は
収
量
）
、
秋

ま
き
小
麦
33 

ha
（
15
俵
／
反
）
秋
ま

き
大
麦
４
ha
（
12
・
５
俵
／
反
）
秋
ま

き
ラ
イ
麦
７
ha
（
13
・
３
俵
／
反
）
馬

鈴
薯
19 

ha
（
75
俵
／
反
）
甜
菜
９
ha

（
７
・
５
ｔ
／
反
・
糖
度
18
〜
19
％
）
、

輪
作
は
、
馬
鈴
薯
↓
秋
小
麦
↓
秋
大
麦

（
秋
ラ
イ
麦
）
↓
甜
菜
と
な
っ
て
お
り
、

麦
収
穫
後
は
、
ナ
タ
ネ
（
緑
肥
キ
カ
ラ

シ
）
を
作
付
け
し
て
い
る
。
麦
の
作
付

け
は
、
９
月
上
旬
に
リ
ン
酸
カ
リ
全
面
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と
し
た
体
験
農
場
経
営
に
よ
っ
て
副
収

入
を
得
て
い
る
。
年
間
来
場
者
は
約

５
千
人
で
入
場
料
は
無
料
。
（
講
習
料

↓
大
人
５
ユ
ー
ロ
・
７
０
０
円
、
子
供

３
ユ
ー
ロ
・
４
２
０
円
）
。　

畑
の
作

付
け
は
ほ
と
ん
ど
が
集
団
機
械
の
体
系

と
な
っ
て
お
り
、
甜
菜
に
つ
い
て
は
直

播
作
業
機
械
（
12
畦
播
種
）
を
10
軒
で

保
有
し
、
年
間
２
０
０
ha
を
管
理
し
て

い
る
。
収
穫
機
（
６
畦
堀
）
は
50
軒
で

保
有
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
50
軒
の
中

か
ら
10
名
ほ
ど
が
昼
夜
を
問
わ
ず
収
穫

作
業
を
し
て
い
る
。
甜
菜
の
運
搬
は
、

３
０
０
戸
集
団
で
40
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
50

台
保
有
し
、
製
糖
業
者
へ
運
搬
し
て
い

る
。
集
団
作
業
化
に
よ
る
収
穫
時
期
の

反
収
格
差
に
つ
い
て
は
、
価
格
差
に
よ

る
プ
レ
ミ
ア
を
個
々
に
設
定
。
個
人
作

付
面
積
に
つ
い
て
は
、
製
糖
会
社
の
意

向
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

地
方
に
は
、
農
協
の
よ
う
な
様
々
な
組

合
が
あ
り
、
農
家
が
各
組
合
へ
自
由
に

加
入
し
、
販
売
、
購
買
、
資
金
調
達
を

行
い
、
補
助
金
の
申
請
は
、
個
人
が
行

う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

●
オ
ラ
ン
ダ
①　

農
業
法
人　

Ａ
Ｇ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ　

Ａ
７　

ペ
ト
ラ
氏

　

温
室
20 

ha
を
所
有
す
る
施
設
園
芸
農

業
法
人
で
、
2
種
類
の
パ
プ
リ
カ
を
栽

培
し
て
い
る
。
（
オ
ラ
ン
ダ
で
の
温
室

栽
培
平
均
面
積
は
２
ha
）
収
穫
期
に
は
、

80
名
、
農
閑
期
は
30
名
ほ
ど
の
雇
用

（
ア
ル
バ
イ
ト
）
を
し
て
い
る
が
、
オ

ラ
ン
ダ
国
内
の
高
い
失
業
率
８
％
に
よ

り
人
材
確
保
に
は
苦
労
し
な
い
。

　

６
年
前
ま
で
別
の
土
地
で
経
営
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
回
47 
ha
の
農
地

を
購
入
し
た
こ
と
で
、
温
室
の
面
積
拡

大
を
行
っ
て
い
く
予
定
。
温
室
栽
培
に

は
ガ
ス
発
電
機
を
使
用
し
、
発
生
し
た

熱
を
温
室
へ
送
り
保
温
、
二
酸
化
炭
素

を
温
室
へ
送
り
作
物
の
光
合
成
に
使
用
。

発
生
し
た
電
気
は
、
自
家
消
費
と
売
電

を
し
て
い
る
。
経
営
コ
ス
ト
で
は
、
ガ

ス
代
金
が
大
き
な
費
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
に
対
す
る

国
の
補
助
が
な
い
た
め
、
今
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
投
資
に
つ
い
て
は
、
ガ
ス
料
金

に
左
右
さ
れ
ず
導
入
時
に
国
の
補
助
金

制
度
が
あ
る
地
熱
発
電
の
利
用
を
検
討

し
て
い
る
。
温
室
は
建
設
す
る
た
め
に

設
備
費
込
み
で
２
０
０
万
ユ
ー
ロ
／
ha

（
２
・
８
億
円
）
か
か
る
が
、
国
か
ら

の
補
助
金
は
一
切
な
く
、
施
設
費
の
回

収
に
は
約
15
年
を
要
す
る
。

　

パ
プ
リ
カ
の
栽
培
は
12
月
に
購
入
苗

を
植
え
付
け
し
３
月
か
ら
11
月
ま
で
収

穫
が
で
き
、
外
に
あ
る
貯
水
タ
ン
ク
よ

り
灌
水
、
液
肥
注
入
を
行
い
、
作
物
の

土
の
代
わ
り
に
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
状
の
ス

ポ
ン
ジ
に
購
入
し
た
苗
を
植
え
付
け

る
。
灌
水
を
行
っ
た
後
の
廃
液
は
、
屋

内
に
あ
る
砂
入
り
の
貯
水
タ
ン
ク
へ
回

収
し
、
中
の
砂
に
よ
り
浄
化
さ
れ
て
灌

水
等
に
再
利
用
す
る
。
収
穫
量
等
は
30 

kg
／
㎡
、
１
ユ
ー
ロ
／
㎏
で
あ
り
、
年

間
、
約
８
０
０
万
ユ
ー
ロ
／
年
（
11
億

円
）
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。

●
オ
ラ
ン
ダ
②　

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ゲ
ッ
ツ

地
方
農
家　

ク
ー
ク
ホ
ー
フ
ェ
ン
氏

　

農
地
を
３
カ
所
に
１
０
０
ha
所
有

し
、
作
業
を
全
委
託
（
コ
ン
ト
ラ
）
し

て
い
る
。
作
物
は
、
麦
43 

ha
（
16
・
７

俵
／
反
）
甜
菜
17 

ha
（
８
t
／
反
、
糖

分
18
％
）
馬
鈴
薯
17 

ha
（
83
・
３
俵
／

反
）
牧
草
種
子
他
23 

ha
を
作
付
け
。
甜

菜
は
３
月
に
播
種
（
直
播
）
、
11
月
に

収
穫
を
行
い
、
収
穫
物
の
半
分
を
11
月

と
残
り
半
分
を
翌
年
１
月
に
出
荷
し
て

い
る
。
１
月
出
荷
の
甜
菜
に
つ
い
て
は
、

11
月
15
日
ま
で
に
収
穫
を
行
い
、
生
産

者
敷
地
内
に
て
凍
結
防
止
ポ
リ
シ
ー
ト

を
被
せ
て
保
管
す
る
。
栽
培
に
関
わ
る

営
農
情
報
は
糖
業
者
よ
り
提
供
が
あ

り
、
こ
こ
10
年
間
で
品
種
変
更
に
よ
っ

て
産
糖
量
が
４
割
ほ
ど
増
加
し
た
。
栽

培
に
つ
い
て
は
、
畝
間
50
㎝
株
間
19
㎝
、

９
千
本
／
反
を
株
立
て
し
、
肥
料
は
窒

素
15
㎏
／
反
、
リ
ン
酸
10
㎏
／
反
、
カ

リ
15
㎏
／
反
、
除
草
剤
は
２
回
、
殺
虫

剤
０
回
、
殺
菌
剤
３
回
、
水
量
30
リ
ッ

ト
ル
／
反
を
50
ｍ
幅
ス
プ
レ
ヤ
ー
で
散

布
す
る
。
収
穫
は
、
６
畦
自
走
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
に
よ
り
収
穫
を
行
う
。
甜
菜
の

所
得
は
、
５
０
０
ユ
ー
ロ
（
約
７
万

円
）
／
反
（
品
代
）
と
25
ユ
ー
ロ
（
約

３
５
０
０
円
）
反
（
補
助
金
）
と
な
っ

て
い
る
。

●
オ
ラ
ン
ダ
③　

ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
大

学　

バ
ー
ト
ラ
イ
ク
氏
に
よ
る
レ
ク

チ
ャ
ー

　

オ
ラ
ン
ダ
唯
一
の
国
立
大
学
で
あ

り
、
研
究
所
も
併
設
さ
れ
、
て
ん
菜
に

関
す
る
研
究
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
近
年
の
甜
菜

作
付
面
積
は
、
10
年
前
に
比
べ
23
千
ha

減
少
し
て
74
千
ha
。
反
収
は
、
７
・
８

ｔ
／
反
と
、
10
年
前
よ
り
１
・
２
ｔ
／

反
増
加
し
て
い
る
が
、
糖
分
に
つ
い
て

は
（
17
％
）
10
年
間
変
わ
り
が
な
い
。

２
０
０
７
〜
２
０
０
９
年
に
か
け
て
反

収
が
増
え
た
が
、
Ｅ
Ｕ
の
ル
ー
ル
改
正
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子
と
な
り
０
・
５
ｔ
／
反
の
産
糖
量
と

な
っ
た
。
近
年
は
１
ｔ
／
反
を
超
え
る

産
糖
量
と
な
り
、
今
も
な
お
、
研
究
と

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。　

温
室
内

で
の
育
種
に
つ
い
て
は
、
播
種
後
幼
苗

時
に
６
℃
の
冷
蔵
庫
で
低
温
に
あ
て
た

後
、
春
か
ら
25
℃
以
下
の
温
室
内
で
育

て
、
６
月
頃
花
芽
が
つ
き
始
め
た
頃
に

雌
花
へ
袋
を
か
ぶ
せ
受
粉
さ
せ
る
。
そ

の
後
、
採
取
し
た
種
の
サ
ン
プ
ル
を

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
、
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

加
工
種
子
は
、
ロ
ッ
ト
ご
と
に
保
管

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
サ
ン
プ
ル
を
政
府
へ

提
出
し
た
後
、
検
査
さ
れ
合
格
し
た
も

の
が
各
国
へ
出
荷
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
温
室
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
通

常
畑
で
行
う
育
種
は
２
年
要
す
る
と
こ

ろ
、
温
室
栽
培
で
は
８
ヵ
月
に
短
縮
で

き
る
た
め
、
次
年
度
か
ら
は
ク
ー
ラ
ー

を
完
備
し
た
温
室
の
増
設
を
予
定
し
て

い
る
。

　

最
後
に
、
各
視
察
先
で
先
進
技
術
や

異
な
る
農
業
ス
タ
イ
ル
に
触
れ
、
努
力

と
英
知
の
結
集
に
よ
っ
て
各
国
の
農
業

を
支
え
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
で
得
た
も
の
を
農
業
関
係
者

と
し
て
高
い
意
識
と
志
を
持
ち
続
け
、

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
研
修
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
、

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

を
投
じ
、
新
品
種
の
開
発
を
行
っ
て
い

る
。
甜
菜
種
子
を
専
門
的
に
扱
う
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
他
メ
ー
カ
ー
よ
り
研

究
・
開
発
に
特
化
で
き
る
た
め
、
甜
菜

種
子
世
界
シ
ェ
ア
は
作
付
面
積
の
１
／

３
以
上
を
占
め
て
お
り
世
界
第
１
位
。

操
業
当
初
は
０
・
２
ｔ
／
反
の
産
糖
量

だ
っ
た
が
、
１
９
５
０
年
代
に
単
胚
種

な
っ
て
起
き
る
発
芽
障
害
が
少
な
い

が
、
表
土
が
硬
く
な
っ
た
場
合
は
、
表

土
砕
土
や
再
播
を
行
う
。
株
立
て
本
数

は
、
10
年
前
か
ら
８
０
０
０
本
／
反
↓

８
３
０
０
本
／
反
に
変
更
を
し
て
い
る
。

栽
培
で
最
も
注
意
を
は
ら
う
の
は
病
気

で
あ
り
、
特
に
以
下
の
病
気
の
防
除
、

抵
抗
品
種
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
①
そ

う
根
病　

②
根
腐
れ
病　

③
セ
ン
チ
ュ

ウ　

④
褐
斑
病
。
品
種
変
更
に
よ
り
反

収
、
糖
分
の
増
加
と
防
除
回
数
の
減
少

が
可
能
に
な
っ
た
。
（
殺
虫
剤
０
回
、

殺
菌
剤
２
回
程
度
）

●
ベ
ル
ギ
ー　

 
Ｓ
Ｅ
Ｓ
バ
ン
デ
ル
ハ
ー
ベ
社
（
甜
菜
種

子
メ
ー
カ
ー
）
ホ
ク
レ
ン
に
「
パ
ピ
リ

カ
」
「
ラ
テ
ー
ル
」
を
供
給

　

Ｓ
Ｅ
Ｓ
バ
ン
デ
ル
ハ
ー
ベ
社
は
、
国

際
的
な
種
子
メ
ー
カ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｓ
（
ベ
ル

ギ
ー
）
と
バ
ン
デ
ル
ハ
ー
ベ
社
（
オ
ラ

ン
ダ
）
が
合
併
し
た
会
社
で
あ
り
、
そ

の
後
フ
レ
ル
モ
ン
デ
フ
レ
（
フ
ラ
ン

ス
）
の
傘
下
に
な
っ
た
。
会
社
は
研

究
・
開
発
部
門
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

セ
ー
ル
ス
部
門
が
あ
り
、
試
験
農
地
を

各
地
に
所
有
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
て
種
子
生
産
が

行
わ
れ
て
い
る
。
年
間
３
６
０
種
類

に
及
ぶ
品
種
を
世
界
50
カ
国
へ
販
売

し
、
甜
菜
生
産
者
・
糖
業
者
双
方
の
意

見
を
聞
き
入
れ
な
が
ら
年
間
開
発
費
に

１
７
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
23
・
８
億
円
）

に
よ
り
作
付
け
が
自
由
化
と
な
っ
た
事

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
で
は
甜

菜
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
産
糖
量
２
・
４

ｔ
／
反
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
品
種
、

気
候
、
水
、
肥
料
な
ど
や
雑
草
、
虫
な

ど
に
よ
り
実
産
糖
量
が
１
・
３
ｔ
／
反

に
な
っ
て
い
る
と
試
算
。
少
し
で
も
産

糖
量
を
伸
ば
す
た
め
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
を
取
り
除
く
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
甜
菜
作
付
け
は
、
播

種
前
に
砂
地
は
砕
土
＋
ス
ラ
リ
ー
＋
化

学
肥
料
を
行
い
、
粘
土
質
に
は
砕
土
の

み
を
行
い
、
12
畦
プ
ラ
ン
タ
ー
に
て
畝

間
50
㎝
株
間
18
㎝
を
直
播
に
て
植
え
付

け
。
播
種
後
の
降
雨
が
少
な
い
こ
と

や
土
質
の
違
い
に
よ
り
表
土
が
硬
く
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第
６
営
農
集
団
長
嶋
裕
平
さ
ん
は
平

成
25
年
度
生
乳
生
産
に
お
い
て
生
乳

検
査
成
績
平
均
が
生
菌
数
０
．
１
万

（
町
内
平
均
０
．
３
万
）、
体
細
胞
５
．

９
万
（
町
内
平
均
２
１
．
４
万
）
と
乳

質
が
非
常
に
高
く
、
衛
生
的
乳
質
の
選

抜
基
準
を
満
た
し
、
北
見
管
内
乳
質
改

善
対
象
乳
質
選
抜
条
件
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

〈
選
抜
条
件
〉

○
平
成
25
年
度
乳
質
成
績
（
平
成
25
年

　

４
月
〜
平
成
26
年
３
月
）

○
36
旬
検
査
を
行
っ
た
生
産
者
（
１
カ

　

月
３
旬
検
査
）

○
36
旬
検
査
に
お
い
て
生
菌
数
１
・
４

　

万
以
下
・
体
細
胞
20
．
９
万
以
下

つ
い
て
も
作
業
効
率
の
遅
れ
や
欠
株
な

ど
の
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
更
新
に

対
す
る
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
斜
里
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

の
試
験
圃
場
（
リ
ン
酸
資
材
試
験
・
直

播
試
験
な
ど
）
の
視
察
後
、
斜
里
町
の

石
川
氏
圃
場
、
清
里
町
の
二
俣
氏
、
菅

原
氏
の
品
種
比
較
試
験
圃
場
、
小
清
水

町
の
苅
込
氏
圃
場
視
察
を
行
い
全
日
程

を
終
了
。
北
見
農
試
柳
田
氏
か
ら
の
講

評
で
は
、
斜
里
郡
の
玉
葱
栽
培
は
飛
躍

的
に
向
上
し
て
い
る
と
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
青
空
教
室
は
、
各
町
の
玉
葱

圃
場
視
察
が
で
き
た
こ
と
で
、
生
産
者

意
識
の
向
上
と
斜
網
地
区
全
体
の
底
上

げ
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
18
日
、
普
及
セ
ン
タ
ー
主
催
に

よ
り
、
斜
里
郡
３
町
合
同
開
催
で
の
青

空
教
室
を
実
施
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
か

ら
も
生
産
者
３
名
に
出
席
を
い
た
だ
き
、

関
係
機
関
を
含
め
て
総
勢
39
名
の
方
が

参
集
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
斜
里

振
興
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
普
及
セ
ン

タ
ー
高
松
支
所
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
催
。

北
見
農
試
柳
田
氏
か
ら
は
玉
葱
育
苗
用

ポ
ッ
ト
と
誤
っ
て
水
稲
用
ポ
ッ
ト
を
使

用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
の
指
摘

か
ら
、
現
物
で
の
比
較
を
行
い
、
見
た

目
に
大
差
は
な
い
が
、
根
張
り
状
況
が

格
段
に
異
な
り
、
収
量
や
品
質
に
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
く
、
玉
葱
ポ
ッ
ト
と
比

べ
て
10
％
程
度
減
収
す
る
結
果
も
出
て

い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ポ
ッ
ト
に

斜
里
郡
３
町
玉
葱
青
空
教
室
開
催

平
成
₂₅
年
度

北
見
管
内
乳
質
改
善
対
象

乳
質
選
抜
条
件
大
賞
受
賞

　

５
月
16
日
、
業
務
課
の
事
業
方
針
で

も
あ
る
職
員
内
部
研
修
の
一
貫
と
し
て

「
信
頼
さ
れ
る
職
員
」
を
目
指
す
べ
く

肥
料
の
基
礎
的
な
研
修
会
を
系
統
協
力

の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
昨
年
実
施
し
た
研
修
会
（
ハ

ウ
ス
関
係
）
と
同
様
、
業
務
課
以
外
の

職
員
に
も
呼
び
か
け
、
総
勢
24
名
で
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
基
礎
的
な
部
分
を
主
に

行
い
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
の
役
割

と
特
徴
、
ｐ
Ｈ
の
変
化
、
作
物
養
分
相

互
関
係
、
肥
料
原
料
の
状
況
等
の
説
明

を
受
け
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
識
不
足
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
様
な
研
修
会
の
場
を
設

け
な
が
ら
、
職
員
の
知
識
向
上
と
組
合

員
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
、
継

続
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

肥
料
の
基
礎
知
識 

内
部
研
修
会
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へ
行
き
、
順
路
に
従
っ
て
各
水
槽
を
め

ぐ
り
な
が
ら
、
ら
せ
ん
状
に
ス
ロ
ー
プ

を
降
り
て
い
く
。
見
て
い
る
間
、
ち
ょ

う
ど
、
あ
ざ
ら
し
な
ど
の
食
事
の
時
間

で
餌
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ

た
。

　

ま
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
に
も
行
き
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
前
だ
が
、

時
間
限
定
で
入
場
で
き
た
。
乗
り
物
で

は
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
世
界
に
包
ま
れ

て
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
っ

た
。

　
「
大
阪
に
行
く
為
に
、
前
日
ま
で
農

作
業
を
頑
張
っ
て
研
修
に
来
て
良
か
っ

た
。」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
大

阪
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
見
て
、
食
べ
て

学
び
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
た
。

＊
大
果
大
阪
青
果
株
式
会
社

　

馬
鈴
し
ょ
・
玉
葱
・
ご
ぼ
う
・
長
芋

の
セ
リ
を
見
学
し
た
。
清
里
の
長
芋
の

セ
リ
を
見
学
し
、
自
分
た
ち
が
作
っ
て

い
る
長
芋
が
ど
の
よ
う
に
セ
リ
に
出
て

い
る
の
か
を
真
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

終
了
後
は
担
当
の
方
と
座
談
会
を
行
い
、

沢
山
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
部

員
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
好
評
で
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
た
。

＊
海
遊
館

　

海
遊
館
は
世
界
最
大
級
の
水
族
館
で

６
２
０
種
、
３
０
０
０
０
点
の
海
の
生

き
物
た
ち
が
実
物
で
し
か
味
わ
え
な
い

命
の
感
動
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を

届
け
る
と
と
も
に
、
生
命
の
素
晴
ら
し

さ
や
尊
さ
、
不
思
議
さ
を
教
え
て
く
れ

る
。

　

太
平
洋
を
表
現
し
た
巨
大
水
槽
を
中

心
と
し
て
14
の
水
槽
で
環
太
平
洋
を
再

現
し
て
い
る
。

　

最
初
に
ト
ン
ネ
ル
型
水
槽
「
魚
の
と

お
り
ぬ
け
・
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
」
を
く
ぐ

り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
最
上
階
８
階

＊
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

　

夕
食
は
ハ
ル
カ
ス
内
に
あ
る
『
モ
ク

モ
ク
直
営
農
場
レ
ス
ト
ラ
ン　

お
日
さ

ま
の
え
が
お
』
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
い
た

だ
い
た
。
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
野
菜
の

種
類
が
豊
富
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
パ
ン
は

そ
の
場
で
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら

れ
、
出
来
立
て
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。「
お
子
さ
ま
を
主
役
と
し
て
家
族

で
楽
し
め
る
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
食
育

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
料

理
に
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
使
わ
れ
、
皆

さ
ん
感
心
し
て
い
た
。『
春
う
ら
ら
』

と
い
う
名
前
の
地
ビ
ー
ル
も
作
っ
て
お

り
、
美
味
し
い
と
好
評
だ
っ
た
。
レ
ス

ト
ラ
ン
内
で
は
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
生

演
奏
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
向
け
に
ア
ニ

メ
の
曲
や
今
話
題
の
『
ア
ナ
と
雪
の
女

王
』
の
曲
も
演
奏
さ
れ
て
い
た
。

　

夕
食
終
了
後
、
展
望
台
へ
行
き
、
地

上
３
０
０
ｍ
か
ら
見
る
大
阪
の
夜
景
を

観
覧
し
、
明
る
い
町
並
み
を
一
望
、
圧

倒
さ
れ
る
景
色
だ
っ
た
。

平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
視
察
研
修

自
分
た
ち
が
作
っ
た
長
芋
の
セ
リ
を
体
験

　

去
る
７
月
１
日
〜
３
日
に
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
（
成
戸
貴
子
部
長
）
は
大
阪
方
面

で
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。　
　
　
（
参
加
者　

部
員　

42
名　

事
務
局　

１
名
）

長芋のセリ（大果大阪青果）

大果大阪青果（株）
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良
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
当
組
合
で

は
、
そ
ば
の
適
切
な
時
期
の
刈
取
り
を

よ
り
意
識
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
横
山
製
粉
株
式
会
社

で
は
、
出
荷
さ
れ
た
麦
が
、
ど
の
よ
う

な
過
程
を
ふ
ま
え
て
小
麦
粉
へ
と
加
工

さ
れ
る
の
か
を
学
ん
だ
。
麦
が
製
品
と

し
て
加
工
さ
れ
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

過
程
と
労
力
が
か
け
ら
れ
て
い
る
事
を

知
り
、
改
め
て
、
食
品
の
生
産
・
加
工

の
難
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

　

７
月
３
日
〜
４
日
の
２
日
間
、
そ
ば

生
産
組
合
（
宍
戸
良
一
組
合
長
）
は
札

幌
市
へ
の
道
内
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

研
修
で
は
、
清
里
産
牡
丹
そ
ば
を
取

り
扱
っ
て
い
る「
手
打
ち
蕎
麦
こ
は
し
」

と
清
里
産
麦
を
取
り
扱
っ
て
い
る
横
山

製
粉
株
式
会
社
を
訪
問
し
た
。

　
「
手
打
ち
蕎
麦
こ
は
し
」
で
は
、
清

里
産
牡
丹
そ
ば
と
摩
周
産
そ
ば
の
食
べ

比
べ
を
行
っ
た
。
清
里
産
は
風
味
・
味

と
も
に
良
か
っ
た
も
の
の
色
が
悪
か
っ

た
の
に
対
し
、
摩
周
産
は
色
が
と
て
も

そ
ば
生
産
組
合
道
内
視
察
研
修

　

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

（
石
川
頼
明
会
長
）
は
去
る
７
月
３
日
、

緑
清
荘
に
お
い
て
第
24
回
通
常
総
会
を

開
き
、
会
員
42
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

25
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
26

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
懇
親
会
が
開
か
れ
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
主
な
行
事

７
月
23
日　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

８
月
21
日　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
27
年
３
月
25
日
〜
27
日　

温
泉
保

養
親
睦
会

〜
支
部
長
が
変
わ
り
ま
し
た
〜

神
威
支
部　
（
新
）
塚
田　

義
雄
さ
ん

  

　
　
清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
通
常
総
会

ご紹介者に、お礼として素敵な
プレゼントをご用意しています。
さらに、ご紹介者とお友達に

抽選で温泉宿泊券
をプレゼントいたします！

会員ご紹介キャンペーン
詳しくはＪＡ金融課まで
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の
栽
培
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
坂
野
氏
の

水
わ
さ
び
は
、
無
農
薬
で
水
の
み
で
育

て
る
と
い
う
独
特
の
栽
培
ス
タ
イ
ル
で

生
育
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し

て
い
る
の
は
、
わ
さ
び
栽
培
に
適
当
と

さ
れ
て
い
る
13
℃
の
湧
水
と
５
千
万
円

を
か
け
て
わ
さ
び
用
に
改
造
し
た
土
壌

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
無
農
薬
栽
培
の
た

め
、
防
除
は
50
℃
〜
60
℃
の
お
湯
を
わ

さ
び
に
散
布
し
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
セ
ン

チ
ュ
ウ
等
を
駆
除
し
て
お
り
、
わ
さ
び

の
生
育
に
も
好
影
響
を
与
え
る
と
話
し

た
。
こ
れ
ら
の
坂
野
氏
独
自
の
栽
培
ス

タ
イ
ル
の
確
立
に
は
、
多
く
の
年
月
を

費
や
し
、
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
と

話
し
、
わ
さ
び
栽
培
に
つ
い
て
、「
土

壌
と
水
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

手
間
い
ら
ず
で
高
収
入
な
作
物
だ
が
、

安
定
し
て
収
穫
す
る
た
め
に
は
、
試
行

錯
誤
を
必
要
と
す
る
難
し
い
作
物
で
あ

る
。」
と
表
現
し
た
。　

最
後
に
、
坂

野
氏
は
、「
生
産
か
ら
加
工
ま
で
を
行

う
６
次
産
業
化
を
す
で
に
実
践
し
て
お

り
、
３
６
５
日
休
み
は
無
い
」
と
話
し
、

そ
の
言
葉
か
ら
わ
さ
び
栽
培
へ
の
情
熱

と
日
本
一
の
わ
さ
び
生
産
者
と
し
て
の

覚
悟
を
感
じ
た
。

第
２
回
秋
ま
き
小
麦
青
空
教
室

　

６
月
２
日
、
４
日
に
今
年
２
回
目
と

な
る
秋
ま
き
小
麦
青
空
教
室
を
集
団
ご

と
に
各
生
産
者
の
圃
場
で
開
催
し
、
青

空
の
も
と
１
４
４
名
の
生
産
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

清
里
地
区
普
及
セ
ン
タ
ー
の
普
及
員

を
講
師
と
し
て
招
き
、
止
葉
期
追
肥
や

赤
か
び
病
防
除
等
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
場
で
生

産
者
の
方
々
に
青
空
教
室
圃
場
の
茎
数
、

葉
色
値
を
測
定
し
て
も
ら
い
、
そ
の
数

字
に
基
づ
い
て
講
師
か
ら
圃
場
の
状
況
、

今
後
の
追
肥
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

６
月
19
日
〜
21
日
ま
で
の
３
日
間
、

わ
さ
び
生
産
組
合（
浅
野
裕
之
組
合
長
）

は
岐
阜
方
面
の
道
外
視
察
研
修
を
行
っ

た
。

　

研
修
で
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
で
水
わ

さ
び
を
栽
培
し
て
い
る
坂
野
誠
氏
を
訪

ね
、
日
本
一
と
呼
ば
れ
る
名
水
わ
さ
び

★
わ
さ
び
生
産
組
合
道
外
視
察
研
修
★

日
本
一
の
わ
さ
び
、
栽
培
に
か
け
る
情
熱
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例
年
の
廃
プ
ラ
回
収
は
半
日
の
受
け

入
れ
で
し
た
が
、
廃
プ
ラ
回
収
へ
の
推

進
と
組
合
員
の
状
況
（
集
団
研
修
等
）

を
考
慮
し
例
年
よ
り
早
い
７
月
７
日
午

後
か
ら
と
７
月
８
日
午
前
中
の
２
日
に

分
け
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
回
収
の
受
け
入
れ
戸
数
は

組
合
員
１
３
６
戸
（
昨
年
１
３
５

戸
）。
受
け
入
れ
重
量
が
農
ビ
・
農

ポ
リ
で
５
万
３
７
３
０
kg
（
昨
年

５
万
８
５
３
０
kg
）
長
芋
ネ
ッ
ト
は

４
６
７
０
kg
（
昨
年
６
５
７
０
kg
）
と

な
り
、
回
収
し
た
廃
プ
ラ
に
つ
き
ま
し

て
は
７
月
12
日
〜
13
日
に
美
幌
三
星
運

輸
に
て
積
み
込
み
し
、
苫
小
牧
清
掃
社

に
搬
入
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
事
前
に
組
合
員
さ
ん
か
ら
分
別

に
つ
い
て
質
問
等
が
多
数
あ
り
、
関
心

を
持
っ
て
頂
き
は
じ
め
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
の
回
収
は
11
月
中
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

去
る
７
月
20
日
、
長
い
も
生
産
組
合

（
篠
田
英
司
組
合
長
）
役
員
３
名
、
事

務
局
１
名
で
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
in

オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ェ
ア
に
て
今
年
で
２
年

目
と
な
る
長
芋
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
野

菜
や
海
鮮
、
加
工
品
等
た
く
さ
ん
の
出

展
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
か
ら
の
試
み
で
長
い
も
生
産
組

合
協
力
の
も
と
、
清
里
産
長
芋
の
Ｐ
Ｒ

及
び
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
の
出
展

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
１
本
売
り

と
箱
売
り
（
10
ｋ
ｇ
）
で
販
売
し
、
10

時
か
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
順
調
な
売

れ
行
き
で
、
15
時
ま
で
に
箱
売
り
で
３

ケ
ー
ス
、
１
本
売
り
で
26
ケ
ー
ス
分

（
３
１
２
本
）
販
売
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
購
入
し
て
頂
い
た
方
か
ら
は
、

「
き
れ
い
で
立
派
な
長
芋
だ
ね
ぇ
」、「
清

里
町
に
も
長
芋
が
あ
る
ん
で
す
ね
」
と

い
っ
た
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
良

い
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

長
い
も
生
産
組
合
の
奥
さ
ん
が
考
え
た

長
い
も
料
理
の
レ
シ
ピ
集
も
大
変
好
評

で
し
た
。
今
後
も
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
す
る
こ
と
で
清
里
産
長
芋
を

知
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

平成 26 年度第 1 回
目の廃プラ回収を
行いました
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の
窓
口
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
「
物
忘

れ
外
来
」「
認
知
症
外
来
」
な
ど
、
認

知
症
の
診
断
を
行
う
専
門
外
来
の
あ
る

医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

本
人
が
専
門
の
医
療
機
関
に
行
き
た
が

ら
な
い
場
合
は
、
最
初
は
家
族
だ
け
で

訪
ね
て
相
談
し
て
み
る
も
の
い
い
で

し
ょ
う
。
受
診
す
る
と
き
は
「
早
期
発

見
の
目
安
」（
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
）
を
基
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
気
に
な

る
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
き
、
普
段
の

本
人
の
様
子
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
で
す
。

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
と
、
家
族
は

つ
い
長
い
介
護
生
活
に
不
安
を
覚
え
ま

す
が
、
診
断
さ
れ
た
本
人
が
一
番
戸
惑

い
、
不
安
を
募
ら
せ
て
、
自
分
を
責
め

る
の
で
す
。
家
族
や
周
囲
の
人
に
と
っ

て
大
切
な
の
は
、
認
知
症
は
病
気
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
、
安
心

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
介
護
す
る
人

も
、
心
に
余
裕
を
持
ち
、
自
分
の
こ
と

も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
誰
か
一
人
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
家
族
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
分
担
を
し
て
、

正
し
い
共
通
認
識
を
持
ち
、
協
力
し
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

な
か
な
か
判
断
が
つ
き
に
く
い
も
の
で

す
。
本
人
や
家
族
が
「
年
の
せ
い
」
だ

と
思
う
よ
う
な
、
日
常
の
さ
さ
い
な
変

化
が
認
知
症
の
サ
イ
ン
だ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
早
め
に

医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
は
、
軽
度
な
症
状
か
ら
生
活
に

支
障
を
来
す
中
等
度
ま
で
約
２
年
で
進

行
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
早

く
見
つ
け
て
治
療
す
れ
ば
、
進
行
を
緩

や
か
に
し
た
り
、
症
状
を
軽
く
で
き
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
そ
の
後
の
日
常

生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
本
人
が
認
知
症
を
認
め
た
く

な
い
気
持
ち
が
強
い
場
合
、
受
診
に
反

発
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
本
人
に
は
言
わ
ず
に
、
ま
ず
は

行
政
の
窓
口
で
あ
る
市
区
町
村
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
病
院
へ

こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
の
で
、
症
状
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
病
気
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、

記
憶
や
判
断
な
ど
脳
の
機
能
が
低
下
し

て
、
次
第
に
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
と
い
う
と
、
家
族
の
顔
が
分

か
ら
な
い
、
徘
徊
（
は
い
か
い
）
す
る
、

失
禁
す
る
な
ど
の
重
い
症
状
ば
か
り
思

い
浮
か
べ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
決
し
て
重
い
症
状
ば
か
り
が
認
知

症
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
で
本

人
や
家
族
に
困
る
こ
と
が
増
え
て
き
た

ら
、認
知
症
の
可
能
性
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　　

家
庭
で
は
、
ど
こ
ま
で
が
単
な
る
物

忘
れ
で
、
ど
こ
か
ら
が
認
知
症
な
の
か
、

　

年
齢
を
重
ね
る
と
誰
で
も
、
す
ぐ
に

人
の
名
前
を
思
い
出
せ
な
か
っ
た
り
、

物
を
ど
こ
に
置
い
た
か
、
し
ま
っ
た
か

を
忘
れ
た
り
す
る
も
の
。
そ
れ
は
加
齢

に
よ
る
単
な
る
物
忘
れ
で
、
体
験
し
た

事
の
一
部
を
忘
れ
て
も
、
記
憶
の
帯
は

つ
な
が
っ
て
い
て
、
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば

思
い
出
せ
る
も
の
で
す
。

　

認
知
症
の
場
合
は
、
数
分
前
、
数
日

前
の
出
来
事
を
思
い
出
せ
な
い
と
か
、

言
葉
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
、
家
電

製
品
が
上
手
に
使
え
な
い
な
ど
、
体
験

し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
、
記
憶
が
抜

け
落
ち
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

単
な
る
物
忘
れ
と
認
知
症
は
ど
こ
が

違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
明
ら
か
に
違
う

の
は
、
認
知
症
は
正
常
だ
っ
た
脳
の
働

き
が
徐
々
に
低
下
す
る
病
気
だ
と
い
う

に
な
っ
た
ら

認
知
症

が

家
族

取材協力：公益社団法人 認知症の人と家族の会 
　　　　　東京都支部
相談窓口　ＴＥＬ .03‒5367‒2339
　　　　　（毎週火・金曜日 10:00 ～ 15:00）

　
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
誰
も

が
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。
も
し
家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
30
年
以
上
も
認
知
症
患
者
の
い
る
家
族
の
悩

み
相
談
窓
口
と
な
っ
て
き
た
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

単
な
る
物
忘
れ
と
認
知
症
は
違
う

早
期
発
見
・
早
期
治
療
と

家
族
の
協
力
が
大
切
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認知症　早期発見の目安
いくつか思い当たることがあれば、専門家に相談しましょう。

※認知症の人と家族の会作成

物忘れがひどい
■電話の相手の名前をすぐに忘れてし
　まう
■同じことを何度も言う・聞く・行う
■しまい忘れや置忘れが増え、いつも探
　し物をしている
■財布・通帳・衣類など、盗まれたと人
　を疑う

判断・理解力が衰える
■料理・片付け・計算・運転などのミス
　が多くなった
■新しいことが覚えられない
■話しのつじつまが合わない
■テレビ番組の内容が理解できなく　
　なった

時間・場所が分からない
■約束の日時や場所を間違えるように
　なった
■慣れた道でも迷うことがある

人柄が変わる
■ささいなことで怒るようになった
■周囲への気遣いがなくなり頑固に　
　なった
■自分の失敗を人のせいにする
■「このごろ様子がおかしい」と周囲か
　ら言われた

不安感が強い
■一人になると怖がったり寂しがった
　りする
■外出時、持ち物を何度も確かめる
■「頭が変になった」と本人が訴える

意欲がなくなる
■下着を替えず、身だしなみに構わなく
　なった
■趣味や好きなテレビに興味を示さな
　くなった
■ふさぎ込み何をするのもおっくうが
　る、嫌がる

気軽にご相談を

地域包括支援センター

認知症の人と家族の会

介護保険法で認められた、全国約
4000カ所にある相談センター。市区
町村の役所で連絡先をおしえてもらえ
ます。

全国４６都道府県に支部があり、介護
経験を持つ会員が相談を受け付けてい
ます。

TEL 0120‒294‒456
（月～金曜日 10：00～ 15：00）

http://www.alzheimer.or.jp/
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■
監
査
講
評

　

長
谷
川
代
表
監
事
よ
り
平
成
26
年
度

5
月
末
監
査
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
議
事
項

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
取

引
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
26
年
度
麦
作
セ
ン

タ
ー
の
操
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

平
成
26
年
度
麦
作
セ
ン

タ
ー
の
自
主
検
定
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
26
年
度
役
員
道
内

視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

　

報
告
事
項

　

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
26
年
度
農
作
物
作
付
実
測
の
集

約
に
つ
い
て

②
市
町
村
議
会
に
対
す
る
規
制
改
革
会

議
意
見
書
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
請
願

の
実
施
に
つ
い
て

③
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に

向
け
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
考
え

方
に
係
る
Ｊ
Ａ
意
見
の
報
告
に
つ
い
て

④
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
の
確
立
と
酪

農
生
産
基
盤
の
強
化
に
係
る
基
本
的
考

え
方
の
Ｊ
Ａ
意
見
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の

対
応
に
係
る
関
連
諸
規
程
の
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
８
号　

従
業
員
に
対
す
る
６
月

期
賞
与
の
暫
定
支
給
に
つ
い
て

　

協
議
事
項

　

次
の
事
項
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
26
年
度
役
員
道
内
視
察
研
修
の

実
施
に
つ
い
て

　

報
告
事
項

　

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
25
年
産
玉
葱
の
本
精
算
に
つ
い

て②
中
斜
里
区
域
て
ん
菜
振
興
協
議
会
海

外
視
察
研
修
の
参
加
に
つ
い
て

③
平
成
26
年
度
固
定
資
産
取
得
お
よ
び

修
繕
費
の
価
格
交
渉
結
果
に
つ
い
て

④
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
（
一
般
総

合
監
査
）
の
実
施
に
つ
い
て

⑤
経
営
定
期
点
検
（
４
月
期
）
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

⑥
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
専
務
・
常
務
会
海

外
視
察
研
修
の
参
加
に
つ
い
て

⑦
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
新
契
約
優
績

Ｊ
Ａ
表
彰
視
察
研
修
の
参
加
に
つ
い
て

⑧
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

に
つ
い
て

務
報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

　

報
告
事
項

　

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
26
年
度
営
農
計
画
作
付
面
積
集

計
お
よ
び
過
去
６
カ
年
実
績
集
計
に
つ

い
て

②
組
合
員
勘
定
５
カ
年
実
績
お
よ
び
26

年
度
収
支
計
画
集
計
表
に
つ
い
て

第
５
回　

５
月
28
日

　

付
議
事
項

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
１
号　

平
成
26
年
度
農
作
物
作

付
面
積
実
測
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
清
里

町
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に

つ
い
て

議
案
第
４
号　

女
性
農
業
者
の
Ｊ
Ａ
運

営
参
画
促
進
運
動
方
針
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

災
害
対
策
規
程
の
制
定

に
つ
い
て

　

付
議
事
項

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
１
号　

第
66
回
通
常
総
会
の
集

約
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
並
び
に
貸
越
極
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

特
定
組
合
員
お
よ
び
再

建
組
合
員
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

理
事
の
報
酬
配
分
に
つ

い
て

議
案
第
５
号　

職
員
の
要
員
計
画
に
つ

い
て

議
案
第
６
号　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業

第
４
回 

４
月
10
日

第
５
回　

５
月
28
日

第
５
回 

５
月
28
日

理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を
　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します

第
６
回 

６
月
21
日
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議
案
第
３
号　

農
林
漁
業
資
金
の
借
入

お
よ
び
貸
付
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

夏
季
懇
談
会
の
開
催
と

懇
談
事
項
に
つ
い
て

　

協
議
事
項

　

次
の
事
項
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
９
期
総
合
５
ヶ
年
計
画
の
素
案
に

つ
い
て

　　

報
告
事
項

　

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
26
年
度
産
地
交
付
金
の
活
用
方

法
に
つ
い
て

②
平
成
26
年
度
麦
作
セ
ン
タ
ー
自
主
検

定
員
の
選
任
結
果
に
つ
い
て

③
平
成
26
年
度
コ
ン
バ
イ
ン
の
配
車
に

つ
い
て

④
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て

⑤
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
結
果
に
つ
い

て

⑤
畑
作
・
青
果
対
策
の
確
立
に
向
け
た

平
成
27
年
度
農
業
予
算
概
算
要
求
に
関

す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

⑥
コ
ン
バ
イ
ン
入
魂
式
の
実
施
に
つ
い

て⑦
コ
ン
バ
イ
ン
講
習
会
の
開
催
日
程
に

つ
い
て

⑧
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事
業

の
実
施
内
容
の
報
告
に
つ
い
て

⑨
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
経
営
管
理
資
料
」
の
う
ち
、
全
中
お

よ
び
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
の
報
告

に
つ
い
て

⑩
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に

つ
い
て

⑪
総
体
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
の
状
況
報

告
に
つ
い
て

⑫ 

内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

　

第
7
回　

7
月
17
日

　

付
議
事
項

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
１
号　

平
成
26
年
度
農
産
物
お

よ
び
特
用
作
物
等
作
況
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
27
年
度
農
産
物
指

標
面
積
の
設
定
に
つ
い
て

（
１
集
団
森
田
実
さ
ん
の
長
男
）

　

森
田　

有
哉
さ
ん

　

黒
田
由
美
子
さ
ん
（
長
沼
町
）

　

第
7
回　

7
月
17
日

第
７
回 

７
月
17
日

組合員状況
〈平成 26年８月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 224名　（１  名  増）
　 〃 　（法人） 11法人（変動なし）
准組合員（個人）1,317名　（３  名  減）
〃 （法人） 0法人（変動なし）

　 〃 　（団体） 25団体（変動なし）
（合計）1,577

　

こ
の
度
、
清
里
町
農
業
・
農
協
の
基

盤
を
広
い
見
識
と
洞
察
力
で
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
も
と
よ
り
、

農
業
技
術
・
組
合
員
指
導
に
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
第
１
営
農
集
団
佐
野
強
氏

よ
り
、
後
継
者
育
成
基
金
委
員
会
へ
篤

志
に
よ
り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
農
業
後
継
者
の
育
成
の
為
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
心
に
添
え

る
よ
う
運
用
基
準
の
範
囲
内
で
農
業
後

継
者
（
青
年
部
・
女
性
部
）
の
専
門
教

育
や
学
校
・
施
設
へ
の
修
学
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
篤
志
に
よ
る
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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６
月
17
日
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
（
坂
野
真
生

子
部
長
）
は
釧
路
方
面
で

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　
（
参
加
者　

部
員
24
名

　

事
務
局
１
名
）

・
ど
れ
み
ふ
ぁ
空

　
（
鶴
居
村
）

　

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
ど

れ
み
ふ
ぁ
空
で
は
地
産
地

消
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お

り
、
庭
に
は
た
く
さ
ん
の

ハ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
店
の
奥
さ
ん
に
ハ
ー

ブ
の
名
前
や
効
能
な
ど
説

明
を
受
け
、
摘
み
た
て
の

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
い
た
だ
い
た
。

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

は
庭
が
眺
め
ら
れ
、
運
が

良
け
れ
ば
鶴
も
遠
く
か
ら

見
る
事
が
で
き
る
。
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
で
ほ
っ
と
癒
し

の
時
間
を
得
た
。

平
成
26
年
度
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
視
察
研
修

新
聞
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
に
圧
倒
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釘
付
け
に
！

・
道
新
総
合
印
刷　

釧
路
工
場

　

印
刷
に
使
わ
れ
る
の
は
巻
き
取
り
紙

で
最
大
で
92
本
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
、

色
や
大
き
さ
、
紙
質
が
違
う
も
の
が
あ

り
、
全
て
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
な
っ
て
い
る
。

　

釧
路
工
場
で
は
釧
路
・
根
室
地
区
の

記
事
を
印
刷
し
て
お
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
は
帯
広
工
場
で
印
刷
さ
れ
運
ば
れ

て
い
る
。

　

工
場
内
の
説
明
を
受
け
、
原
稿
作
成

す
る
と
こ
ろ
か
ら
新
聞
が
で
き
る
ま
で

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
た
。

　

そ
の
後
、
印
刷
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
学
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
新
聞
が
出

来
上
が
っ
て
い
く
様
子
に
目
を
奪
わ
れ
、

感
動
と
と
も
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い
た
。

大
き
な
印
刷
の
ズ
レ
は
機
械
が
認
識
し

て
調
整
す
る
が
、
そ
の
後
は
人
の
目
で

写
真
の
色
見
、
細
か
い
ズ
レ
を
確
認
し

て
い
る
。
人
の
目
で
確
認
し
た
新
聞
は

全
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ま
た
新
聞
に

生
ま
れ
変
わ
る
。

　

出
来
た
ば
か
り
の
夕
刊
を
い
た
だ
い

た
が
、
ま
だ
軟
ら
か
く
、
し
っ
と
り
と

し
た
感
触
だ
っ
た
。

　

帰
り
に
は
全
体
で
撮
っ
た
写
真
が
掲

載
さ
れ
た
新
聞
を
い
た
だ
い
た
。

　

自
分
達
が
日
頃
読
ん
で
い
る
新
聞
が

帯
広
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
新
聞

が
で
き
る
ま
で
の
工
程
を
真
近
で
見
る

こ
と
に
よ
り
、
新
聞
に
対
す
る
意
識
が

変
わ
っ
た
、
勉
強
に
な
っ
た
と
、
と
て

も
好
評
で
良
い
研
修
と
な
っ
た
。

　

２
ヶ
所
の
研
修
先
で
は
、
活
発
に
質

問
が
飛
び
交
い
、
ど
ん
な
事
で
も
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
担
当
者
に

も
皆
さ
ん
感
心
し
て
い
た
。

　

12
月
に
は
料
理
交
流
会
、
１
月
に
は

冬
期
学
習
会
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
に

入
っ
て
い
な
い
方
で
も
、
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
各
行
事
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

巻き取り紙最大９２本を保管。全てコンピューターで管理されてい
る。（道新総合印刷釧路工場）

どれみふぁ空
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去
る
７
月
17
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
（
坂
野
真
生
子
部
長
）
は
、ほ
が
じ
ゃ

工
場
に
お
い
て
学
習
会
、
網
走
ヤ
ン
グ

ボ
ウ
ル
に
て
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
行
い
、

部
員
29
名
・
事
務
局
１
名
の
30
名
が
参

加
し
た
。

　

ほ
が
じ
ゃ
工
場
は
廃
校
と
な
っ
た
北

陽
小
学
校
の
校
舎
を
譲
り
受
け
、
小
清

水
北
陽
工
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

最
後
の
卒
業
生
は
自
分
達
の
愛
し
た
校

舎
が
工
場
に
な
る
こ
と
を
聞
い
て
悲
し

く
が
っ
か
り
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
校

舎
を
大
切
に
使
い
町
に
多
く
の
人
が
集

り
、
町
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
小
清
水

の
じ
ゃ
が
い
も
で
出
来
た
美
味
し
い
お

菓
子
を
作
る
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
と

説
明
し
た
事
で
納
得
し
て
も
ら
え
た
と

い
う
。
店
内
に
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
沢
山
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

ほ
が
じ
ゃ
で
は
お
菓
子
の
原
料
に
玉

葱
・
で
ん
粉
・
て
ん
さ
い
糖
・
ホ
タ

テ
・
イ
カ
・
と
う
が
ら
し
等
が
使
用
さ

れ
、
全
て
北
海
道
産
の
物
を
使
う
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
製
造
し
て
い
る
。

　

小
清
水
町
と
工
場
に
つ
い
て
の
Ｖ
Ｔ

Ｒ
を
視
聴
し
た
後
、
製
造
過
程
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

店
内
に
は
、
４
月
に
発
売
さ
れ
た
、

ほ
が
じ
ゃ
の
チ
ー
ズ
味
が
販
売
さ
れ
て

お
り
、
他
に
も
本
社
の
福
岡
県
で
作
ら

れ
て
い
る
、
ほ
が
じ
ゃ
の
か
つ
お
味
等

も
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
網
走
ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル
に

て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
５
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
戦
で
行
い
、
接
戦

だ
っ
た
が
坂
野
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
夏
期
学
習
会
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　　

廃
校
に
な
っ
た
校
舎
が

　
　
　

生
ま
れ
変
わ
っ
て
町
を
元
気
に
！

　
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
と
は
、
大

き
な
い
び
き
と
と
も
に
何
度
も
呼
吸
が

止
ま
る
病
気
を
い
い
ま
す
。
通
常
、
呼

吸
の
止
ま
っ
て
い
る
時
間
は
10
〜
20
秒

ほ
ど
で
す
が
、
長
い
場
合
に
は
１
分
ほ

ど
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

大
き
な
い
び
き
と
と
も
に
呼
吸
が
再
開

し
ま
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
一
晩
の

う
ち
に
何
回
も
繰
り
返
し
起
こ
り
ま
す
。

　

睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
る
原
因
は
、

気
道
が
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
気
道
が
ふ
さ
が
り
や
す
い
の

は
、「
肥
満
」
の
人
で
す
。
肥
満
し
て
い

る
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
「
上

気
道
」
が
狭
い
の
で
す
が
、
あ
お
む
け

に
寝
る
と
、
重
力
や
、
筋
肉
の
弛し

か
ん緩
に

よ
っ
て
、
上
気
道
が
さ
ら
に
狭
ま
り
ま

す
。
そ
こ
を
空
気
が
通
り
、
摩
擦
で
い

び
き
が
生
じ
ま
す
が
、
上
気
道
が
完
全

に
ふ
さ
が
る
と
い
び
き
と
呼
吸
が
止
ま

り
ま
す
。

　
無
呼
吸
の
間
は
体
が
低
酸
素
状
態
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
脳
が
防
衛

的
に
目
覚
め
、
呼
吸
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
一
晩
に
何
度
も
繰
り
返
し
ま
す

の
で
、
脳
が
何
度
も
目
覚
め
て
し
ま
い
、

十
分
に
眠
っ
た
つ
も
り
で
も
、
実
際
に

は
深
い
睡
眠
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
昼
間
、
仕
事
中
や
車
の
運
転

中
な
ど
に
強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
「
大
き
な

い
び
き
」
を
家
族
か
ら
指
摘
さ
れ
て
受

診
す
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
一
人
暮

ら
し
の
人
で
は
、
い
び
き
を
か
い
て
い

て
も
、
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
て
も
、
自

分
で
は
な
か
な
か
気
付
き
ま
せ
ん
。
そ

の
場
合
は
、「
日
中
の
耐
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
眠
気
」「
全
身
の
倦け

ん
た
い怠

感
」「
寝
て
い

る
間
の
呼
吸
困
難
感
」
な
ど
が
な
い
か

思
い
返
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
し

た
症
状
が
現
れ
て
い
る
場
合
は
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
呼
吸
器
内
科
か
耳
鼻
咽
喉
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠
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トウモロコシ

　取れたての甘味たっぷりのトウモロコ

シを食べられることができるのは、６月

～９月の旬ならではの楽しみです。日本

での主な産地は北海道、千葉、群馬など。

昼夜の温度差があると甘味が増すといわ

れています。

　日本では野菜として食べることがほと

んどですが、中南米ではトウモロコシを

主食にしている地域もあり、炭水化物を

中心にビタミン、ミネラルなどをバラン

ス良く含む食品です。また、動脈硬化

を予防する働きのあるリノール酸や、腸

内環境を整える食物繊維が多く含まれま

す。

　選ぶときは、皮付きで皮の緑色が濃く、

ひげが多くて茶色いものを。また、持っ

てみてどっしりと重量感のあるものを選

トウモロコシ…………小１本（200ｇ）
パプリカ（赤）………1/2個（75ｇ）
タマネギ………………1/4個（50ｇ）
牛肉（焼き肉用）………………120ｇ

Ａ　　塩………………………………少々
　　酒…………………………小さじ１
サラダ油……………………大さじ1/2

Ｂ

　　みそ………………大さじ１・1/2
　　みりん……………………大さじ３
　　ショウガ（みじん切り）…1/2片（５ｇ）
　　ニンニク（みじん切り）…小１片
　　豆板じゃん……小さじ1/4～1/3
　　しょうゆ…………………小さじ１
　　水……………………………100ml

（１）トウモロコシは皮をむき、軸ごと１.５～

　　　２ｃｍ厚さの半月切りにします。

（２）パプリカは一口大に切ります。タマネギは

　　　１ｃｍ幅のくし形に切ります。

（３）肉にＡをもみ込み、５分ほど置きます。

（４）Ｂは合わせます。

（５）フライパンで油を熱し、肉を強火で炒めま

　　　す。色が変わったらパプリカとタマネギを

　　　入れ、中火で１分ほど炒めます。

（６）トウモロコシとＢ加え、ふたをして弱火で

　　　７～８分煮ます。ふたを取り、強火にして、

　　　水分がほとんどなくなるまで煮絡めます。

びましょう。実は先端まで詰まっていて、

粒がふっくらつやつやしているものが良

いでしょう。粒の色は、品種によって異

なり白っぽいものもあります。

　鮮度や甘味が落ちやすいので、買った

らできるだけ早く調理しましょう。ゆで

る時は水１Ｌに対して塩大さじ１／２を

加え、皮をむいたトウモロコシを水から

５～６分ゆでます。電子レンジの場合は

ラップに包み、３～４分（５００Ｗ）加

熱します。

　そのままゆでたり、焼いたりするだけ

でもおいしいのですが、黄色い粒々を生

かして炒め物やサラダ、スープなどの料

理に入れると、彩りや食感のアクセント

になります。粒を外すときは、トウモロ

コシを斜めに立てて持ち、包丁で粒をそ

ぎ落とすようにすると、粒がはずしやす

くなります。また、豪快にまるごと切っ

て使えるのは生ならでは。料理がぐんと

夏らしくなり、ボリュームも増します。

　すぐに調理しない場合は、冷凍保存が

できます。その際には、粒をはずしてか

ら、冷凍すると味が落ちにくくなります。

RECIPE トウモロコシと
牛肉のピリ辛煮

ベターホームのお料理教室

食の
はなし

旬ならではの甘味を楽しみましょう！

調理時間

30分

材料（２人分）

作り方 （1人分444kcal）

撮影　松島　均


